
 

 

 

 

 

 

 

『ごめんねでてこい』 ささきみお （文研出版） 

 

ごめんなさい、ってなかなかいえない。じぶんがわるいの

にことばがでてこない。おとなだって、そういうことがあり

ます。さいごに、やっといえたはなちゃん、えらい。よかっ

たね。もっともっとおばあちゃんがだいすきになるでしょ

う。 

『はるさんと１０００本のさくら』 

ただのぶこ （中央公論新社） 

 

８６さいのはるさんは、このむらでいちばんわかいお

ばあさん。「もっともっとさきのことをかんがえよう」

のひとことからはじまったさくらのなえぎは、１００ね

んごどうなったのでしょう。はるさんのりそうのまちづ

くりをみんなでおうえんしませんか。 

『ひとつぶのおくりもの』  

マーシー・キャンベル/文、フレンチ・サンナ/絵  

なかがわちひろ/訳 （あかつき教育図書） 

 

おとこのこにまいにちたくさんのおくりものをくれ

たおばあちゃん。やがて、おばあちゃんのおくりものは

ときをこえ、たくさんのひとにあたたかなきもちとしあ

わせをはこびます。あなたも、このほんをよんですてき

なおくりものをうけとってみませんか。 
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『ぼくのいぬはどうしてこんなにかわいいのか』 

しゅん/作、えがしらみちこ/絵 （ＫＡＤＯＫＡＷＡ） 

 

なつやすみのじゆうけんきゅうは、だいすきないぬの

「チャコ」。まいにち、かわいくてたまらないけれど、か

んさつするなかでチャコにはできないことがだんだんふ

えてきて…チャコをたいせつにおもう、ぼくのあいがたく

さんつまったほんです。 

『野球しようぜ！大谷翔平ものがたり』  

とりごえ こうじ/文、山田花菜/絵 （世界文化社） 

 

ぜんこくのしょうがっこうに「やきゅうしようぜ！」の

メッセージとともにグラブがおくられてきましたね。きみ

たちはおおたにせんしゅとおなじじだいをいきているの

です！やきゅうにかぎったことではありません。なにかに

うちこんで、しっぱいをおそれずむしろしっぱいさえもつ

ぎにいかせるようどりょくすれば、ゆめはかなうよ。 

『ともだちの かたち』 

ダニエラ・ソーサ/文・絵、木坂涼/訳 （岩崎書店） 

ともだちっていろんなかたちがあるよね。ともだちになるの

にもいろいろなばめんがあるよ。ほらまわりをよくみまわして

みて！ 



『クリスマスマーケット 

～ちいさなクロのおはなし～』 

降矢なな （福音館書店） 

 

こいぬのクロは、まちのクリスマスツリーの

したにすてられていました。おみせのひとたちに

かわいがられていましたが、かうことができない

ので、あたらしいかいぬしをさがしていました。

なーちゃんがおかあさんと、いっしょにクリスマ

スのかいものにきましたが、たいへん！たいせつ

なスノウをおとしてしまいました。きづいたのは

クロだけ。さあクロのだいかつやくがはじまりま

す。 

『パパはたいちょうさん  

わたしはガイドさん』 

ゴンサロ・モウレ/作、マリア・ヒロン/絵、 

星野由美/訳 （ＰＨＰ研究所） 

 

やさしいタッチのさしえから、あたたかさがつ

たわってきます。それはふたりがおたがいをおも

いやるこころのあらわれでしょう。 



『なんにもおきない まほうのいちにち』 

ベアトリーチェ・アレマーニャ／作、 

関口英子／訳 （ポリフォニープレス） 

 

あめがふるもりのなかは、おおきなカタツムリがいた

りキノコがはえていたり、すべってころがったり、あめ

のしずくをのんだり、こもれびがきぎのあいだからさし

てくるのまぶしいとかんじたりつちのなかにたからも

のをみつけたりげーむであそぶよりずっとたのしかっ

た。どうしていままでしてこなかったんだろう。 

『ナナのおけいこ』 いとうひろし （徳間書店） 
  

ナナはユイちゃんがうまれるまえからうちにいたねこ。

ちいさいときはよわむしだったからよくめんどうをみて

もらった。でもこのごろとしをとったせいか、ちょっとへ

んなの。おもらししたり、しょっちゅうごはんをほしがっ

たり。ナナちゃん、へいのうえあるきはむりだけど、ねこ

みちのパトロールはできるわよ。でも、そんなにはやくい

かないで、おうちにかえれなくなっちゃうよ。 

『エビフライのしっぽたべようクラブ』 

平田昌広/作、平田景/絵 （文研出版） 

きゅうしょくにでた、エビフライ。ともちゃんはしっぽ

までのこさずたべたらへんじんあつかいされた。どうして

のこすの、こんなにおいしいのに。そこでともちゃんは、

「エビフライのしっぽたべようクラブ」をけっせいして、

しっぽのおいしさをみんなにしってもらおうとだいふんと

う。さて２はんのみんなはどうなったかな 



『そんなことも しらないの？』 

パク・ジョンソプ／作、なかやまよしゆき／訳 （フレーベル館） 

 

「そんなこともしらないの？」そういわれると、それ

がただしくて、しっていることがあたりまえだとおもっ

てしまいますよね。でも、なかにはウソのじょうほうや

まちがっていることもあるんです。ホントかウソかみわ

けるためには、どうしたらいいのかな？みんなでいっし

ょにかんがえましょう！ 

 
 
 


